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第7章 今後の課題 

(1) 負傷損失額の算定方法の高度化 

本調査では、SG法と確定的CV法により、負傷損失額の算定を行った。その結果、SG

法によって得られた算定値と確定的CV法で得られた算定値の間に大きな乖離が認めら

れた。調査方法については、プレ調査を踏まえて慎重に実施したものの、今回の結果を

踏まえ、さらに算定方法の高度化について検討することが求められる。 

例えば、本調査における負傷区分R・Y・Iのように、同じ後遺障害等級で異なる傷害

度のものについて、SG法と確定的CV法の両方を実施することにより、算定手法の違い

による結果の差異と各軸（傷害度、後遺障害等級）の程度との関係を分析するといった

ことが考えられる。 

 

(2) 負傷損失額の要素別把握 

本調査では、傷害度と後遺障害等級の2つの要素に分解して捉えることとした。しか

しながら、精度に課題が見られたことから、要素別の算定は行わなかった。負傷損失額

の原単位については、引き続き算定精度の向上に向けた検討が求められる。 

また、負傷者数については、傷害度別、あるいは後遺障害等級別それぞれの負傷者数

は把握可能であるが、傷害度別後遺障害等級別負傷者数は把握できない。 

今後の方向性として、傷害度別、あるいは後遺障害等級別のいずれかの損失額と負傷

者数のみを用いる推計方法を採用することも考えられるが、傷害度別後遺障害等級別の

負傷者数のデータは、今後の各種の政策決定への利用価値も高いと考えられる。したが

って、警察庁や日本損害保険協会に対しては、関係機関から、作成協力を要請していく

ことが望まれる。 

 

(3) 逸失利益等との二重計上に配慮した死傷損失の算定 

「死傷損失」については、前回調査において、逸失利益及び医療費とは重複しないも

のと位置づけて算定を行っている。我が国では、一般に、自賠責保険・共済及び任意の

自動車保険等により、逸失利益及び医療費は、被害者へ支払われることが多い。したが

って、CV法において、合理的な回答者であれば、自らの財産的損害は負担しなくてよ

いと考えて回答していることになる。ただし、そうでない場合は、金銭的損失がWTP

に含まれてしまい、その結果得られた非金銭的損失と金銭的損失を合算すると、二重計

上となる可能性がある。 

そのため、WTPの中に金銭的損失が入らないような調査方法について、引き続き検討

を進めることが求められる。 
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(4) 年齢に対応した死亡損失額の算定 

被害者1名当たり死傷損失額については、年齢区分にかかわらず同じ値を設定してい

るが、年齢によって値が異なるという考え方もある（例えば今長ら（2004））。こうした

研究事例の中には、被害者の年齢や期待余命に着目してVSLを推定したり、VLYL（統

計的生命年の価値; Value of Life Year Loss）に着目しているものもあることから、今後、

より精緻な算定に向け、こうした考え方の導入の可能性についても検討の余地があると

考えられる。 

 

(5) 家族や友人・知人に関する死傷損失 

本調査では、前回調査同様、被害者の家族及び友人が被る損失については算定の対象

外としており、今後、被害者の家族及び友人における被害について追加の検討が求めら

れる。 

ただし、死傷損失を算定するためのアンケート調査において、回答者が自分自身の家

族及び友人の悲しみ等を考慮して回答している場合は、二重計上の可能性もある。 

そのため、主に経済的な理論面について整理する必要がある。その他に、加害者（本

人及びその家族など）における苦しみ、悲しみ、生活の質の低下及び生きる喜びを享受

できなくなることなどについても、加算を検討することが考えられる。 

 

(6) 物的損失に関する非金銭的損失 

本調査でとりまとめた交通事故の経済損失では、物損に伴う非金銭的損失は計上して

いない。しかしながら、物損であっても、愛着のある自動車等を失うことや、事故処理

や予定変更等に伴う生活への支障や心理的負担など、非金銭的損失はゼロではないと考

えられる。今後、こうした損失の算定の必要性や影響の大きさにも配慮しながら、算定

方法について検討していく余地があると考えられる。 
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